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9 【施工における　課題・問題点　等】

10 【実　施　内　容】

床板の長寿命化対策・暫定対策

（１）壁高欄の防錆対策

壁高欄は開通後も冬期における凍結、降雪・凍結防止剤の影響を大きく受けることから

施工時に締固めや表面の空隙低減など入念に行われてきたが、施工で対応できる範囲には

限界となっている。そこで、表面保護材(シラン系)を用いて耐久性を向上させた。

また、保護工の経年劣化によって劣化要因が侵入しても、鉄筋・定着具(PC)の防錆

対策、床版の段差施工(かさ上げ)で劣化要因対策を行った。

（２）床板の保護対策

本工事完成後、床版部には橋面防水を施工することとなっているが完成の後に

すぐに施工されないことから、一定期間、風雨・降雪に曝されることが考えられたため

劣化要因侵入対策（改質剤散布）を行った。

11 【実　施　結　果】
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⑨その他　（品質向上対策）

（　まつうら　たくや　）

床版工事において、完成時における課題①開通後の融雪剤の散布による構造物(壁高欄)の損傷「凍結融
解・融雪剤(塩分)対策」や②橋面防水施工期間まで時間がかかることから床版の保護を目的とした改質
剤の使用「橋面防水施工までの養生」を目的として実施した。

結果の確認にはすぐにでるわけではないが、最近の情勢として地方整備局や地方自治体等でコンクリー
トの品質確保のための措置として、保護材・改質剤が使用され始めている。一定の効果が見込めること
から採用され始めており今後有効手段の一つとして考えられる。

（様式―１）　　新潟国道事務所　技術研究発表会（令和元年度）　

阿賀野バイパスにおける小里川2号橋の床版工事を施工した。
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【実　施　内　容　等】

①表面保護工（シラン系含浸材）塗布 （塗布箇所）

②鉄筋防錆剤塗布 ③定着具防錆剤塗布

④床板段差施工

(参考図)

　※床版ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時に

　　かさ上げ部を一体で

　　施工することにより

　　止水性を高め、定着

　　具を保護する。

⑤床板改質剤塗布 (使用材料)

※床版のｺﾝｸﾘｰﾄ表面に塗布することにより

　冬期の凍結融解の影響を軽減する。

（様式―２）　　
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